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夏休みこども応援プロジェクトみほちゃん広場を開催しました 

●赤い羽根共同募金　●美浦村デイサービスセンター　●自立支援センターホープ
●おしらせコーナー　●大切にします！あなたの善意　●安中地区慰霊碑清掃を行いました

美浦村しゃきょうだよりの発行は「赤い羽根共同募金」の配分金事業で行われています。

今年も開催しました「みほちゃん広場」。
この日の体験活動は、絵手紙に挑戦しました！

独自に進化する日本のハロウィン
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　社会福祉協議会ボランティアセンターでは、地域の新たな課題に取り組もうと、ボラ
ンティア連携の実行委員会（中島賢一会長）とともに、学習会・昼食会・体験活動事業
の「夏休み子ども応援プロジェクト・みほちゃん広場」を、昨年度より老人福祉センター
で実施しています。
　夏休み期間中週１回計５回開催し、今年は村内の小中学生 37名が参加、延べ 200 人
程の学習指導、昼食づくり、体験活動指導ボランティアが関わりました。
　また、みほちゃん広場に定員オーバーで参加できなかった子どもたち 9名を対象に、
信太地区公民館では、「みほっこ勉強会」が市川紀行さん主催により行われました。

　元教員、高校生や大学生、主婦やお勤め
の方も参加してくださった学習会。低学年
（小１～小４）、高学年（小５～中１）に分
けての細やかな指導に子どもたちも勉強が
楽しくなったのではないでしょうか。

　お昼はみんなで「みほちゃ
ん食堂」。学習指導の先生方
や、美味しいご飯を作ってく
れたボランティアさんたちと
の昼食会で楽しいひととき。

学習会

昼食会（みほちゃん食堂）
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　体験活動では、フラワーアレンジメント、茶道、土器づくり、絵手紙、カルタや竹細工や折り紙
などの昔遊び、流しソーメン、お面づくり、お囃子に挑戦しました。

　ハロウィンといえば、かぼちゃのお面やゾンビや魔
女、アニメのキャラクターに扮した若者によるパー
ティーや、各地で行われる華やかな仮装パレードが毎
年話題になります。また、お店の装飾品にかぼちゃの
お面がたくさん並びますね。
　ここ数年、ハロウィンは日本のイベントとしてしっ
かり定着してきました。その経済効果は年々増加し、
現在ではバレンタイン市場を追い抜いたそうです。
　そもそも日本人は「イベント」や「流行」が大好きです。キリスト教徒ではないのにクリス
マスを祝い、バレンタインにはチョコレートを配るなど。日本人は節操がないともいえますが、
よく言えば柔軟な国民性を持っているともいえそうです。
　ハロウィンは古代ケルト人の収穫祭が起源だそうですが、すでにアメリカでは人種や民族を
問わず楽しめるイベントとして商業化されています。アメリカ発信のハロウィンイベントは、
あっという間に日本人に浸透し、独自の進化を遂げ始めました。それが仮装（コスプレ）です。
　「今年はどんな仮装をしようかな。」10月になると、こんな会話がふつうに聞こえてくるほど、

若者の間ではハロウィンの仮装は定着しています。日本でハロウィンを
ここまで広めたのは、まさに仮装による非日常を楽しむ感覚にあるとい
えそうです。
　ハロウィンの日は10月 31日です。「仮装」とまではいかなくても、
かぼちゃ料理や手作りお菓子で、ご家庭でハロウィンパーティーを楽し
まれてはいかがでしょうか。

体験活動

たくさんのボランティアさん、ありがとうございました。
子どもたちの未来、みんなで応援したいですね。

独自に進化する日本のハロウィン
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三世代輪投げ大会
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懐メロに合わせて元気よく体操 午後は楽しいレクリエーション

8月誕生祝時のスナップ

ロウソク箱詰め作業

安心、笑顔の介護サービスを！美浦村デイサービスセンター安心、笑顔の介護サービスを！美浦村デイサービスセンター

自立支援センターホープは今年で 4年目を迎えました自立支援センターホープは今年で 4年目を迎えました

　美浦村デイサービスセンターは、介護認定を受けられた方が住み慣れた地域で、できる限り自
立した生活を送っていただくために、日常生活介護とともに、レクリエーションや機能訓練等を
行っていただく施設です。
　朝、お迎えにあがり一日を楽しんでいただき、夕方にご自宅までお送り致します。利用者様に
いつも新鮮な感動を感じていただけるよう、イベント等のサービスを企画・実施しています。
　理学療法士／歯科衛生士の専門員も所属しており、楽しみながら身体機能の維持・回復を図る
ことができます。

　木原の老人福祉センターに併設している「自立支援センター
ホープ」では、平成 26年度より障害者総合支援法に基づいた
就労継続支援B型施設に事業を移行し、早４年目を迎えまし
た。利用者の自立に向けて職場体験や軽作業を中心に生産活
動を提供し必要な知識、能力を支援しています。現在 27名が
通所し、利用者が中心となり企業からの請負作業に日々取り
組んでいます。
請け負っている作業は下記の３つです。
　①　ロウソク箱詰め作業〈㈱日本香堂 様〉　
　②　美浦村指定ゴミ袋詰め作業〈川田化成㈱ 様〉
　③　カレンダー袋詰め・手帳カバー差し作業〈㈱トーダン 様〉
　今後は本格的な就労に向けて、実習受け入れ企業の開拓を
行い、職場体験等の計画も進めていきたいと考えています。
また、請負作業に関しても、企業への新規作業の受注獲得に
向けた働きかけを行い、利用者の工賃向上の為の取り組みを
行って参ります。

　ホープでは企業からの軽作業依頼を随時募集しています。
詳しくは下記までよろしくお願いします。
お問い合わせ先：美浦村自立支援センターホープ
　　　　　　　　TEL　０２９－８８５－６０１０
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親子社会体験親子社会体験
バスツアーバスツアー

　一人暮らしの高齢者や目の不自由な方などを対
象に、広報『みほ』の記事などを収録したＣＤを
提供する活動を行っています。他にも、約 1時間
で完結する短編小説のＣＤもございます。
本を「読む」だけでなく、「聞く」ことを楽しんで
みませんか。お気軽にご利用下さい。
お問い合わせ先：美浦村社会福祉協議会ボランティ

アセンター（老人福祉センター内）
＜収録作品リスト＞

親子の交流を深め、体験活動の楽しさを感じて
みませんか？

日　時　１１月２６日（日）
8:00 役場発～ 9:30 千葉県立博物館～
11:30千葉市動物公園～14:45酒々井プ
レミアムアウトレット～ 16:30 役場着

対象者　村内に居住する小学校６年生までの親子
定　員　30名（応募者多数の場合抽選）
締　切　10月 31日（火）まで
参加費　１家族　1,000 円

社会福祉協議会に申込書が
ございます。
（ホームページからダウン
ロードも可）

　高齢者の趣味活動の一環として社会福祉協議会
の指導で始まった「いきいき健康まーじゃん」。“賭
けない・飲まない・吸わない”のルールのもと、ゲー
ムで頭を使い、手を動かし、おしゃべりをしなが
ら仲間同士の交流を楽しんでいます。ぜひご参加
ください。どなたでも大歓迎です。
■開　催　日　毎週金曜日　12:30 ～ 16:00
　　　　　　（月末は大会のため 9:30 ～ 16:00）
■開催場所　美浦村老人福祉センター
　　　　　　（美浦村木原 150-2）
■会　　費　年 1,000 円
■申し込み　090-1043-1420（門口）
　　　　　　または、開設日に直接会場へ

　「何か新しいことを始めてみたい！」
　「料理は初めてだけど挑戦してみたい！」
　「仲間を作りたい！」
　そんな男性、大募集です！料理初心者・未経験
者でも大丈夫！地域での生きがい・仲間づくりを、
この秋、料理で始めてみませんか？
開催日程：11月～ 3月（全 5回）10時～ 13時
場　　所：美浦村保健センター調理室
定　　員：16名（定員になり次第締切）
参　加　費：1人 3,000 円（全 5回分の食材費）
申込方法：社会福祉協議会までご連絡ください。

美浦村社協のおしらせコーナー

著　者 作　品　名

芥川　龍之介
犬と笛、蜘蛛の糸、羅生門、ト
ロッコ、鼻

あさのあつこ もう一枝あれかし
阿刀田　高 干魚と漏電

伊集院　静
笛の音（「少年譜」より）、親方
と神様

ビートたけし 少年

守山　京
ハナさん（「おばあさんの童話」
より）

千葉県立博物館・千葉市動物公園＆千葉県立博物館・千葉市動物公園＆
酒々井プレミアムアウトレット酒々井プレミアムアウトレット

参加者参加者
募 集募 集

男の料理教室男の料理教室

「健康まーじゃん」で楽しい時間
サロン仲間募集中 !

秋の夜長に名作を聴きませんか秋の夜長に名作を聴きませんか
朗読ボランティア「鈴の音朗読ボランティア「鈴の音（すずのね）（すずのね）」」

受講者受講者
募 集募 集
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美浦村社会福祉協議会では、寄付金の他、使用済み切手や
使用済みテレフォンカード、書き損じ葉書を受け付けて
います
※使用済み切手を収集の場合、切手のまわりの余白を 5ミ
リ～１センチ位残して切り取り、日本切手と外国切手に
分けてください。

会場：老人福祉センター　　◎予約受付　℡：885－ 7080

心配ごと相談所
相談日：第１・３月曜日
　　　　（祝祭日の場合は翌営業日。※年末年始を除く）
時　間：午後１時　～　３時
弁護士による法律相談
10月　相談日：10月 25 日（水）　予約開始：10月２日（月）
11月　相談日：11月 22 日（水）　予約開始：11月１日（水）
12月　相談日：12月 27 日（水）　予約開始：12月１日（金）
時　間：午後１時 30分　～　午後４時

千葉県ヤクルト販売株式会社様より

◇善意銀行
美浦歌謡連盟（山田展裕代表）　様････････････ 32,940 円
匿名１件････････････････････････････････････ 1,935 円
◇やまゆり基金へ
匿名（1件） ･･･････････････････････････････100,000 円
◇フードバンク茨城へ
東京鋼器株式会社　様･･････････････････････ 即席味噌汁
◇物品寄贈
千葉県ヤクルト販売株式会社　様････････････････ 車イス
匿名３件（将棋盤セット、名札入れ、タオル等）
◇福岡大雨災害義援金へ
有限会社中島冷熱　様･･･････････････････････ 10,000 円
株式会社橋本ブラシ製作所　様･･･････････････ 27,359 円
匿名１件及び村内設置募金箱･････････････････ 26,731 円
◇大分県豪雨災害義援金へ
株式会社橋本ブラシ製作所　様･･･････････････ 27,358 円
匿名２件及び村内設置募金箱･････････････････ 37,721 円
◇秋田県大雨災害義援金へ
村内設置募金箱･･････････････････････････････ 1,721 円
◇使用済み切手・プリペイドカード
武田　優　様
匿名　５件
＜平成 29年 6月 15日～平成 29年 8月 31日寄付分＞

これらの事業は赤い羽根共同募金の配分金、社協
会費を財源として行われています。

美浦村老人福祉センター・
ボランティアセンター・

美浦村自立支援センター「ホープ」
〒 300-0421　
茨城県稲敷郡美浦村木原 150-2
TEL：029-885-7080
FAX：029-885-1042
　　　（福祉センター・
　　　　ボランティアセンター）
TEL：029-885-6010
FAX：029-886-3633
　　　（自立支援センターホープ）

社会福祉法人
美浦村社会福祉協議会・

美浦村デイサービスセンター
〒 300-0424　
茨城県稲敷郡美浦村受領 1546-1
TEL：029-885-0038
　　　（社会福祉協議会事務局）

：029-885-8885
　　　（美浦村デイサービスセンター）
FAX：029-840-4552
ホームページ：
http://www.mihoshakyo.jp

　子供を安心して産み育てる事の出来る環
境作りのため支援金を支給しています。
◇対　象　第３子以降の子を養育している

親権者１名
◇条　件　美浦村に在住１年以上あることなど
◇金　額　１歳児／２歳児　年２万円　

３歳児　年１万円
◇注意点　自己申告になります。申請期限

があります。
詳しくは「いきいき子育て支援金」
で

いきいき子育て支援金いきいき子育て支援金

検索

　地域福祉の充実のため福祉関係団体や
ボランティア団体等が行う高齢者、障が
い者、児童等の福祉の向上を目的とした
自主的・積極的な活動に対し、活動助成
金を交付します。
○ 11 月 1 日から 1月 31 日までに実施
する事業が対象です
○受付期日　11月 30日（木）まで  
※交付要件がありますので、詳しくは本
会事務局まで、お問い合わせください。

歳末地域福祉活動助成事業歳末地域福祉活動助成事業

大切にします！あなたの善意



美浦村しゃきょうだよりの発行は赤い羽根共同募金の配分金事業で行われています。
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10月１日より共同募金運動がはじまります
ノベルティグッズプレゼント 美浦社協事務所内（役場裏）にて 500円以上寄付をして頂くと、

赤い羽根のかわりに 初音ミク／妖怪ウオッチ ノベルティグッズを差し上げます。

　７月 29日、安中小学校校門前に建立されている安中地区慰霊碑の清掃を、宮本亮
遺族会長はじめ安中地区遺族会役員、会員及び事務局の総勢 23名で行いました。以
前より慰霊碑周辺の木が生い茂り、伐採しなければならない状況でしたが、会員の高
齢化もあり、何年も実施できませんでした。今回、伐採した木、枝は大型トラック 6
台分にもなり、丸太建設株式会社様のご協力のもと、処分していただきました。
　８月 13日、安中地区を含めた村内慰霊碑３ヵ所の献花を行い、戦争で亡くなられ
た先人を想い、永遠に平和が続くよう願いました。


